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TPGとの資本・事業提携の解消に関するお知らせ 

 

当社は、平成 26 年 12 月３日開催の取締役会において、以下のとおり、TPG（本社：米国サンフランシス

コ）との間の資本・事業提携を解消することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１． 資本・事業提携解消の理由 

当社は、平成 19 年３月６日付で公表いたしました「TPG との戦略的資本・業務提携に関するお知らせ」

のとおり、同年３月以降、当社と TPG は当社事業の「バリュー・アップ」（企業価値向上）を目指した資

本・事業提携（以下、「本提携」といいます。）を行ってまいりました。本提携の期間中には、米国玩具メー

カーRC2 Corporation（現 TOMY International）を買収しグローバルプラットフォームを獲得するとともに、

中国偏重の生産体制からベトナムへの生産シフトを進め、コスト競争力の強化を図るなど、TPG との事業提

携に一定の成果が得られております。一方、当社では従来から自己資本当期純利益率（ＲＯＥ）などの資本

効率を表す指標の改善、当社の１株当たり当期純利益（ＥＰＳ）などの株主利益を表す指標の向上および経

営環境に応じた機動的な資本政策の遂行等、企業価値・株主価値の向上のための施策を検討してまいりまし

た。そのような中、この度、TPG より本提携の解消を前提とした、当社株式および転換社債型新株予約権付

社債の当社への売却の意向が示されました。 

当社は本提携について一定の成果が得られたこと、当社による自己株式および転換社債型新株予約権付社

債の取得が資本効率の改善、株主利益を表す指標の向上および機動的な資本政策の遂行に資することを踏ま

え、両者で協議を行った結果、平成 26年 12月３日付で本提携を解消することについて合意いたしました。 

 

２．資本・事業提携解消の内容等 

（１）資本・事業提携解消の内容 

当社は、東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ＴｏＳＴＮｅＴ－３）により、自己株式の取得を行

う予定であり、TPGが運営するファンドであり、当社の株主である TPG Richmont I, L.P.から、本提携解消

に伴い、その保有する当社普通株式（4,450,100 株）の全てをもって本自己株式取得に応じる意向を有して

いる旨の連絡を受けております。また、当社は、潜在的な株式の希薄化・資本効率低下を回避すべく、同じ

く TPG が運営するファンドであり、当社の転換社債型新株予約権付社債権者である TPG Richmont I, L.P.

および TPG Richmont II, L.P.との間で、その保有する当社の転換社債型新株予約権付社債についても、本

提携の解消に伴い、当社が買い入れることに合意しました。当該転換社債型新株予約権付社債は、取得後消

却する予定です。自己株式の取得および転換社債型新株予約権付社債の買入消却に係る詳細は、本日付で公

表いたしました「自己株式取得に係る事項の決定に関するお知らせ」および「転換社債型新株予約権付社債

の買入消却に関するお知らせ」をご参照ください。 

また、本提携解消に伴い、TPGから派遣されている当社の社外取締役 2名は、辞任する予定です。 

（２）当社が保有している TPGおよび TPGが運営するファンドの株式または持分 

該当ございません。 

（３）TPGまたは TPGが運営するファンドが保有している当社の株式および発行済株式数に対する割合 

普通株式 4,450,100株 （発行済株式数に対する割合：4.62%） 

（TPGが運営するファンドである TPG Richmont I, L.P.の保有株式数となります。） 
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３．TPGの概要 

（１） 名 称 TPG 

（２） 所 在 地 米国サンフランシスコ 

（３） 代表者の役職・氏名 Ronald Cami 

（４） 事 業 内 容 投資事業 

（５） 設 立 年 1992年 

 

４．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 平成 26年 12月３日 

（２） 資本・事業提携解消の

合 意 
平成 26年 12月３日 

 

５．今後の見通し 

本提携解消に伴う当社の今期連結業績に与える影響は軽微です。 

 

以 上 

（参考）当期連結業績予想（平成 26年８月８日公表分）および前期実績 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成 27年 3月期） 
160,000 4,000 3,500 △300 

前期実績 

（平成 26年 3月期） 
154,804 3,335 3,300 232 
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